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研究の背景及び目的

睡眠と性差と情動記憶の３者の関係解明を目指す研究。
聴覚恐怖条件付けの種類（遅延条件付け又はトレース条件付け）が睡眠依存
性に与える影響の解明を目指す研究。
条件付け学習後の断眠が、近時想起・消去学習・消去後の遠隔想起に与える
影響の解明を目指す研究。
自由行動マウスにマルチファイバーフォトメトリーを適用し、タスク時や睡
眠時の前頭前皮質の多領域情報統合の解明を目指す研究。

期待される効果・応用分野

断眠は遅延恐怖記憶の再発を防止して、持続的な遅延恐怖記憶を抑える。
断眠はトレース恐怖記憶の消去を早期に促進する。
逆行性アデノ随伴ウィルスを利用した前頭前皮質投射細胞のマルチファイバーフォトメトリー
トレース条件付けにおけるIL(infralimbic cortex)投射細胞の活動の多領域計測
覚醒/睡眠状態におけるIL 投射細胞の活動の多領域計測
大脳皮質-大脳皮質間の覚醒時の同期活動
学習後の断眠は雌雄のマウスの恐怖記憶消去を促進し、トレース条件付けにおいてより早く促進
した。

■ 共同研究・特許など
マルチファイバーフォトメトリーは性周期や睡眠等の生体リズムの影響を受ける脳機能を細胞種
選択的かつ多領域で理解でき、性差・女性特有の現象などの研究者の方との共同研究をしたいと
考えています。
二光子顕微鏡によるシナプス・細胞レベルの生体計測にも貢献できます。
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